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企業における
ICT国際展開人材の育成例
企業における企業における

ICTICT国際展開人材の育成例国際展開人材の育成例

（株）東芝
山下　勝比拡

（株）東芝
山下　勝比拡
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平成21年度 JTEC第1回講演会平成21年度 JTEC第1回講演会
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日本経済新聞
2008/5/12　朝刊
日本経済新聞

2008/5/12　朝刊
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日本経済新聞
2008/12/1朝刊
日本経済新聞

2008/12/1朝刊
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変貌変貌するビジネス環境するビジネス環境

国内市場の拡大は望めない

発展途上地域の市場が急成長

技術の変革が激しい

競争がグローバル化した

低価格化が進んでいる

M&Aが増加してきた

国内市場の拡大は望めない

発展途上地域の市場が急成長

技術の変革が激しい

競争がグローバル化した

低価格化が進んでいる

M&Aが増加してきた

変化のあるところに、チャンスあり！変化のあるところに、チャンスあり！



55

世界の中でのアジアの位置づけ世界の中でのアジアの位置づけ
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世界の地域別GDP比率

アジア
21.3％

北米
30.6%

中南米
５.5%

EU
29.9％

ロシア
1.7%

その他
10.8%

2005年



77

世界の人口分布　世界の人口分布　––　地域別　地域別

2005年

アジア
39億人

64.7億人

北米

中
南
米

欧州

ｱﾌﾘｶ ｵｾｱﾆｱ

2020年

アジア
45.5億人

75.8億人

北米

中
南
米

欧州

ｱﾌﾘｶ
ｵｾｱﾆｱ

　　世界の人口の６割はアジアに住んでいる　　世界の人口の６割はアジアに住んでいる
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日本の人口と生産年齢人口の推移日本の人口と生産年齢人口の推移
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4920万人
　　(2050)

（生産年齢人口：１５-６４歳）

国立社会保障・人口問題研究所　中位推計（２００６年１２月）

8440万人
　 (2005)

今後、毎年、78万人の生産年齢人口が減っていく今後、毎年、78万人の生産年齢人口が減っていく
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東芝の海外売上高比率の推移東芝の海外売上高比率の推移

2003               2004                2005               2006  2007年度

52%

39%

4.45兆円



1010

日本企業が日本企業が
グローバルグローバル化化にに対応対応するためにするために

海外人材の採用と活用

企業の仕組みのグローバル化

社内人材のグローバル対応力強化

拡大するアジア市場への進出

女性と高齢者の力を活用

社内に異文化対応のできる人材が必要社内に異文化対応のできる人材が必要
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グローバルな視点の必要性グローバルな視点の必要性

政治　　：世界感で国の戦略を、国内の政治を

　　　　　‘木をみて、森を見ず’からの脱却

企業　　：市場は海外へ、人材は世界から

　　　　　サービス、製品企画は始めから世界市場を意識

大学　　：世界に開いた大学、世界のCｏEを目指す

メディア：世界的視点で報道を

個人　　：異文化を理解し、受け入れる寛容さを

　　　　　英語など外国語でのコミュニケーション力を
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異文化コミュニケーション異文化コミュニケーション
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海外で見かける世界地図海外で見かける世界地図

天動説的思考に
陥りやすい
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GNPではなく
GNHを目指す国
GNPGNPではなくではなく
GNHGNHを目指す国を目指す国

BhutanBhutanBhutan
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AustraliaAustralia
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異なる文化を持つ人間同士が、互いに理解し合う

外国語が出来るだけでは駄目

物の見方、考え方、文化、慣習、価値観、

メンタリティの違い等を社会や歴史感の違い等から

認識する感性が必要

相手の立場を理解し、議論できる

コミュニケーション能力が必要

異なる文化を持つ人間同士が、互いに理解し合異なる文化を持つ人間同士が、互いに理解し合うう

外国語が出来るだけでは駄目外国語が出来るだけでは駄目

物の見方、考え方、文化、慣習、価値観、物の見方、考え方、文化、慣習、価値観、

メンタリティの違い等を社会や歴史感の違い等からメンタリティの違い等を社会や歴史感の違い等から

認識する感性が必要認識する感性が必要

相手の立場を理解し、議論できる相手の立場を理解し、議論できる

コミュニケーション能力が必要コミュニケーション能力が必要

異文化コミュニケーション異文化コミュニケーション
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システム・ソフトウェア開発システム・ソフトウェア開発
とと

グローバル化グローバル化
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ある日、突然,
グローバル化対応が必要になる！

東芝：Westing House (原子力事業）　6700億円

第一三共：ﾗﾝｶﾞｸｼｰﾗﾎﾞﾗﾄﾘｰ(インド）4000億円

武田薬品：米バイオ薬品会社　９０００億円

東京海上HD：米損保ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ･ｺﾝｿﾘﾃﾞｲﾃｨｯﾄﾞ5000億円

三菱UFJ・FG：ﾓﾙｶﾞﾝｼﾀﾝﾚｰ

野村證券：ﾘｰﾏﾝﾌﾞﾗｻﾞｰｽﾞのアジア＆欧州事業

富士通ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ：米国のSIベンダーやコンサル会社
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現場で起こっている問題現場で起こっている問題

人材不足：質、量とも

外注管理ができない

今までに経験の無い仕事に直面

プロジェクト管理ができない
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海外アウトソーシングへの壁海外アウトソーシングへの壁

言葉

文化

慣習

仕様書

契約書

PJ管理
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IT IT 教育の実状教育の実状

日本の大学でのIT教育
　システムやソフトウェア設計教育不足
　プログラミングなどの実践的教育不足
　最新技術の教育不足

IT技術者の専門性
　IT技術者が必ずしも、
　情報科学を専攻した人ではない

入社後のIT教育
　体系的な教育が不十分
　技術が急速に変化していて追従できていない

日本の大学でのIT教育
　システムやソフトウェア設計教育不足
　プログラミングなどの実践的教育不足
　最新技術の教育不足

IT技術者の専門性
　IT技術者が必ずしも、
　情報科学を専攻した人ではない

入社後のIT教育
　体系的な教育が不十分
　技術が急速に変化していて追従できていない

大学でも企業でも十分な教育が行われていない可能性が高い大学でも企業でも十分な教育が行われていない可能性が高い
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研修の必要性研修の必要性

最新のソフト作りの作法を基礎から教え込む最新のソフト作りの作法を基礎から教え込む
－体系的な教育不足－体系的な教育不足
－自己流の開発－自己流の開発
－最新の技術の知識不足－最新の技術の知識不足
－不十分な設計－不十分な設計

ソフト開発海外外注の壁を取り除くソフト開発海外外注の壁を取り除く
－会話能力の問題－会話能力の問題
－異文化コミュニケーションの問題－異文化コミュニケーションの問題
－仕様書の記述不足の問題－仕様書の記述不足の問題
－プロジェクト管理能力不足の問題－プロジェクト管理能力不足の問題
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Pune（Poona)
（Mumbai の東南東170km、
　デカン高原の海抜560mに
　位置し、人口約400万人）

Pune : Oxford of the East
と呼ばれている学園都市。
多くの欧米･アジアの企業が
研究開発拠点を持っている。

東芝の異文化対応人材育成の試み東芝の異文化対応人材育成の試み
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東芝のインド東芝のインドITIT研修の目的研修の目的

　１．先端のＩＴ関連技術修得
　　　ソフトウェア設計・開発の基礎技術、作法の習得
　　　体系的知識の獲得
　　　Computer Scienceの基本的知識の習得
　　　IT先端現場で世界共通IT用語を身につける

　２．グローバル要員育成
　 　異文化を理解し、コミュニケーションができ、
　グローバルな感覚を備えた人材を育成する

　３．英語会話能力開発
　　　ビジネス英語を話せる人材の育成

社内技術力の向上とソフト開発グローバル化の基盤を作る社内技術力の向上とソフト開発グローバル化の基盤を作る
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なぜ、インド？なぜ、インド？
－インドの国としての特徴－－インドの国としての特徴－

インドはインドは人口人口1111億人億人、、
今後、さらに、成長が期待できる市場である今後、さらに、成長が期待できる市場である

欧米よりもむしろ欧米よりもむしろ文化的ギャップが大きく文化的ギャップが大きく、、
異文化経験異文化経験の場として適しているの場として適している

英語が公式語のひとつである英語が公式語のひとつである
((インド英語も世界の英語のひとつインド英語も世界の英語のひとつ, , グローバルなビジネスグローバルなビジネス
ではでは 各国各様のアクセントと訛り各国各様のアクセントと訛りに遭遇する）に遭遇する）

ITIT産業が国の主要産業のひとつである産業が国の主要産業のひとつである

欧米からソフトウェア開発を請け負う会社が多く、欧米からソフトウェア開発を請け負う会社が多く、
実績が十二分にある実績が十二分にある

世界のトップレベルの世界のトップレベルのITIT関連技術力関連技術力を持っているを持っている
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なぜ、インド？なぜ、インド？
－－ITIT教育環境－教育環境－

人材育成のための人材育成のためのITIT教育が充実教育が充実しているしている

ITIT教育内容が現場での開発実績に基づいてい教育内容が現場での開発実績に基づいてい
て、て、実用的である実用的である

カリキュラムがカリキュラムが体系的体系的に組まれていているに組まれていている

教育費用が教育費用が安い安い

バディシステムバディシステムにより現地インド人エンジニにより現地インド人エンジニ
アとの交流の機会があるアとの交流の機会がある

研修センターのある研修センターのあるPunePune市は静かな、高原市は静かな、高原
にあるにある学園都市学園都市で安全であるで安全である
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東芝独自のカリキュラムの編成東芝独自のカリキュラムの編成

実績のある標準メニューから抽出し、

さらに、オリジナル科目を追加

実績のある標準メニューから抽出し、

さらに、オリジナル科目を追加

CDACの
標準
メニュー

東芝独自の
コンテンツ

＋
選択

＝

ビジネス英会話
異文化コミュニケーション
仕様作成
企業訪問
バディシステム

選択された
コンテンツ

東芝向け
研修
カリキュラム

東芝向け
研修
カリキュラム
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初級者初級者（ソフトウェア開発者）（ソフトウェア開発者）コースコース

◆◆ 期間：４ヶ月　期間：４ヶ月　

◆◆ コース構成コース構成
　　　　●● ビジネス英会話　　　ビジネス英会話　　　 　　　　 　（２週間）　　　（２週間）　　

＋週末（個人負担オプション）＋週末（個人負担オプション）

　　　　●● 異文化コミュニケーション　（２週間）異文化コミュニケーション　（２週間）（企業訪問を含む）（企業訪問を含む）

　　　　●● 先端先端ITIT共通　　　　　　　　　共通　　　　　　　　　 （８週間）（８週間）
（（OOPS, UML, Software Design, Software Engineering, OOPS, UML, Software Design, Software Engineering, 

Data Structure in C++, Database, Operating System)Data Structure in C++, Database, Operating System)

　　●● コース別　　　　　　　　　　　コース別　　　　　　　　　　　 ((４週間４週間))

　　　　　　　　○○ 組み込み型ソフト組み込み型ソフト

　　　　　　　　○○ WebWeb系ソフト（系ソフト（JAVA)JAVA)

注）初心者：入社2年目－4年目程度
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中級者中級者((プロジェクト管理者）プロジェクト管理者）コースコース

◆◆ 期間　：　２ヶ月　期間　：　２ヶ月　

◆◆ コース構成コース構成
　　　　●● ビジネス英会話ビジネス英会話 　　　　　　　　　　 （２週間）　（２週間）　

＋週末（個人負担オプション）＋週末（個人負担オプション）

　　　　●● 異文化コミュニケーション異文化コミュニケーション （１週間（１週間+2+2日）日）（企業訪問を含む）（企業訪問を含む）

　　　　●● 先端先端 IT                          IT                          （１（１週間週間+4+4日）日）

（（OOPS, UML, Software Design & Software Engineering)OOPS, UML, Software Design & Software Engineering)

　　　　●● PJPJ管理　　　　　　　　　　　管理　　　　　　　　　　　 （１週間（１週間+2+2日）日）

　　 ●● 仕様作成仕様作成 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （（44日）日）

　　　　●● CMMiCMMi （（33日）日）

　　　　

注）中級：30歳前後、中小プロジェクトリーダー級
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異文化経験－１異文化経験－１

住む

食べる
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異文化経験－２異文化経験－２

遊ぶ

学ぶ



3232

東芝研修生の異文化体験東芝研修生の異文化体験
インド人の日本語研修生と東芝のインド人の日本語研修生と東芝のITIT研修生のやり取り研修生のやり取り

I  :I  :「「私は私は‘‘困ったこと困ったこと’’と言うお題に対して、と言うお題に対して、earthquakeearthquake（（地震）につ地震）につ
いて書きました。先生がこれはダメだと言ったのですがなぜですいて書きました。先生がこれはダメだと言ったのですがなぜです
か？」か？」

T :T :「「たとえば、毎日停電したり、鍵をなくして家に入れなくなったり、たとえば、毎日停電したり、鍵をなくして家に入れなくなったり、
リキシャーがスト起こしたり、そんな身近な小さな問題のことですリキシャーがスト起こしたり、そんな身近な小さな問題のことです
よ。停電して、勉強できなくて困ったりしたことありませんか？」よ。停電して、勉強できなくて困ったりしたことありませんか？」

そのような例をあげても彼は首をひねってこう言います。そのような例をあげても彼は首をひねってこう言います。

I  :I  :「「それはそれはNo ProblemNo Problemです。」です。」

ハッキリ言って地震で家が倒壊して、両親が亡くなったり、ハッキリ言って地震で家が倒壊して、両親が亡くなったり、

半身不随等にならない限り「困ったー！」と思ったりしないのでは半身不随等にならない限り「困ったー！」と思ったりしないのでは

いかと思いました。たとえ、それが起きたとしても「いかと思いました。たとえ、それが起きたとしても「No ProblemNo Problem！」！」
と言いそうな勢いとバイタリティはあります・・・と言いそうな勢いとバイタリティはあります・・・
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研修の成果と今後への期待研修の成果と今後への期待

●　社内SW開発生産性向上
●　プロジェクト管理力向上
●　海外外注の拡大
●　海外事業展開の核
●　新たな視点で国内対応

●　社内SW開発生産性向上
●　プロジェクト管理力向上
●　海外外注の拡大
●　海外事業展開の核
●　新たな視点で国内対応

設計の重要性の認識

SW開発の知識を体系的に修得

ドキュメントの重要性認識

視野の拡大

異なった常識の体験

海外アレルギーの解消

英会話能力向上(TOEIC約20％）

異文化コミュニケーション
　能力向上

設計の重要性の認識

SW開発の知識を体系的に修得

ドキュメントの重要性認識

視野の拡大

異なった常識の体験

海外アレルギーの解消

英会話能力向上(TOEIC約20％）

異文化コミュニケーション
　能力向上
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これからの技術者に期待されることこれからの技術者に期待されること

基本的な能力を高めることが最優先基本的な能力を高めることが最優先
　（基礎学力、専門知識、研究能力、問題発掘・解決能力）　（基礎学力、専門知識、研究能力、問題発掘・解決能力）

グローバルな視点での思考ができ、グローバルな視点での思考ができ、
さらに、行動できるさらに、行動できる
　（世界を相手に活躍する気概）　（世界を相手に活躍する気概）

異文化コミュニケーションができる異文化コミュニケーションができる
　（異文化を理解し、受け入れ、外国語を話せる）　（異文化を理解し、受け入れ、外国語を話せる）

グローバルな人材になる前提条件は
日本の文化、伝統を語れて、
日本人の良さを備えていること

グローバルな人材になる前提条件は
日本の文化、伝統を語れて、
日本人の良さを備えていること
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ありがとうございました

Think global
&

Act global


